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祝☆図書館だより 100 号 
今回で図書館だよりがついに 100 号を迎えました！いつもお手に取っていただきありがとうご

ざいます。これからも図書館の魅力をお伝えしていきます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

秋の温かさを感じる間もなくあっという間に寒くなりましたね。実習や卒論、課題、就活など

で、まだまだ忙しい毎日だと思います。空気が乾燥して、風邪も引きやすくなっていますので、

体調管理に気をつけて、暖かくして過ごしてください。 

冬休みの長期貸出は下記の通りです。開館カレンダーは、12 月上旬に配布予定です。通常と

開館時間が異なる日もありますので、よく確認をお願いします。図書館 HP でも確認可能です。 

・・・・・・・・・・・・・・冬休みの長期貸出・・・・・・・・・・・・ 

開始日１２月１０日(火)  返却日１月８日(水) 

 

今月の特集・・・『読書の本 特集』 

10月27日から11月9日までの2週間は読書週間です。 

ブックリストから読書のやり方まで、読書にお関する本を集めました。 

● 「あなたの代わりに読みました 政治から文学まで、意識高めの150冊」斎藤 美奈子 著／朝日新聞出版【019.9-ｻ】 

 ･･･「政治から文学まで」のタイトル通り、小説から社会問題、レシピ本まで、幅広い本が紹介されています。 

● 「読書は鼻歌くらいでちょうどいい」大島 梢絵 著／辰巳出版【019-ｵ】 

 ･･･「読書」と聞いて、ハードルが高くてムリ！と思っていませんか？気軽にできる読書を提案しています。 

● 「みんなのなつかしい一冊」池澤 夏樹 編／毎日新聞出版【019.9-ｲ】 

 ･･･あの人がいつか読んだ、思い出の一冊。その人の一部を覗けるような気がする一冊です。 

● 「読んだふりしたけどぶっちゃけよく分からん、あの名作小説を面白く読む方法」三宅 香帆 著／笠間書院【019.1-ﾐ】 

 ･･･タイトルだけなら聞いたことある小説を解説と共に紹介しています。 

● 「月に３冊、読んでみる？」酒井 順子 著／東京新聞【019.9-ｻ】 

 …ひとテーマにつき３冊、本の種類を問わず紹介しています。読書の幅を広げたいときにおすすめの一冊です。 

● 「「読む力」と「地頭力」がいっきに身につく東大読書」西岡 壱誠 著／東洋経済新報社【019.1-ﾆ】 

 ･･･読書をもっと効率的にしたい人、必見です。読んだ内容を忘れず、活かすための読書術です。 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

●●編集後記●● 

前回の図書館だよりで、秋が待ち遠しい、なんて話をしていましたが、あっという間に冷え込んで、 

肌寒くなってしまいました。一体秋はどこへ行ってしまったんでしょうか… 

早いもので、今年も残り２か月を切りました。冬休みの長期貸出も始まりますので、借りた本の管理 

には十分な注意をお願いします。 

まだ少し気が早いとは思いますが、今回が年内最後の図書館だよりとなります。 

体調管理に気を付けて、また来年元気にお会いしましょう！ 

次号の『図書館だより』は2025年1月に発行予定です。バックナンバーはこちら→ 

担当 加羽澤 

貸出ランキング ～9・10月～ 

貸出回数 書     名 著 者 名 出 版 社 

3回 スモールワールズ 一穂 ミチ 著 講談社 

3回 Ｅｇｇ Ｂａｂｉｅｓ かんざわとしこ 文 福音館書店 

2回 Ｓａｎｄｗｉｃｈ！ ｓａｎｄｗｉｃｈ！ 小西英子 作 福音館書店 

2回 
Ｌｉｔｔｌｅ Ｍｏｕｓｅ’ｓ Ｒｅｄ Ｖｅｓｔ 

ねずみくんのチョッキ 英語版 
なかえ よしを 作 アールアイシー出版 

2回 Ａｎｉｍａｌ ｍｏｍｓ 小森 厚 作 福音館書店 

2回 おいもほり 中村 美佐子 作 ひかりのくに 

 

 

『穢れた聖地巡礼について』 背筋 著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ／913. 6-セ 
 

フリー編集者の小林は、いわくつきの心霊スポットに突撃するYouTubeチャンネルのファンブックを作る 

企画を思いつく。チャンネル主の池田に加えて、幽霊が見えるという怪談ライターの女性・宝条も交えて、 

動画の追加調査のため、それぞれオカルトにまつわる情報を集めていく。 

 

SNSや怪しいネット記事などから集められた怪談話は、伝聞の眉唾物から実際の体験を綴ったリアリティ 

のあるものまで多種多様。YouTubeチャンネルの動画を基に、ファンブックの読者が飛びつきそうな恐怖と 

興味を補強できる材料を探していく。 

大量の人物写真が投げ込まれた山奥のプレハブ『変態小屋』、死者に会えると噂の『天国病院』、気味の悪い 

妊婦の絵と謎のメッセージが噂の『輪廻ラブホ』。それぞれの動画をもとに調査をしているうちに、幽霊の存 

在をを信じていないはずの池田の周りで不可解なことが起こり始める… 

 

ファンブックを盛り上げるための創作、いわゆるヤラセとして調査は進行していきますが、ファンブックを 

作るにあたっての３人の思惑も見どころです。オカルト的に怖いのはもちろん、生きている人間の方が怖い『ヒ 

トコワ』でもあります。 

推薦者 加羽澤  


